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大阪府立三国丘高等学校定時制の過程 

 
Ⅰ．取組みの概要 

・三国丘高等学校放送研究会では、テーマを決めて学習、取材をして積極的にメディアに情

報発信を行っている。今年度は地震災害とボランティアに取り組むことをめざし、今回の

企画に応募した。 

・取組みでは、２度にわたる震度７の大地震が発生した熊本地震の現状と復興を取材し、ボ

ランティアを行なう企画について、メディアに向けてプレスリリースを提供するなどの情

報発信を行った。 

・参加生徒自身にとって熊本の魅力、文化を知り、これからも熊本の応援団になるものであ

った。 

 

Ⅱ．年間を通じた取組みの概要 

月 取組み内容 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

 

８月 

 

９月 

 

10月 

 

 

11月 

 

５月上旬 熊本地震ボランティア企画を生徒に通知 

 

６月下旬 熊本地震ボランティア参加メンバー決定 

 

７月20日 健康診断 

７月下旬～参加者ミーティング（熊本地震について） 

 

８月29日～参加者ミーティング（ボランティアについて） 

 

６回のミーティング（訪問先・交流先の情報と交流準備） 

 

10月１日～４日 熊本地震ボランティア(実地) 

３回の事後ミーティング（校内発表の準備） 

 

11月20日 11月24日発表の直前ミーティングを予定 

11月24日 全校生に向けて、本校多目的室で報告会を行う予定（約30分間） 

 

Ⅲ．被災地での活動の概要 

１ 概要 

おもな行先 熊本県熊本市、上益城郡益城町 

参加人数  生徒：３名 ・ 引率：１名 

期  間 平成 29年 10月１日～10月４日（３泊４日） 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行程 

月日 

時刻 

（１日目） 

 10月 １日 

（２日目） 

 10月 ２日 

（３日目） 

 10月 ３日 

（４日目） 

 10月 ４日 

７時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23時 

    

 

 

 

 

 

 

7:20新今宮駅集合 
 
8:35新大阪駅発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11:43熊本駅到着 
12:00昼食 
 
 
 
13:00熊本城ガイド 
と熊本城巡り（被災

状況を知る） 
 
 
 
 
 
15:00ごみ拾い 
 
 
 
16:00防災センター 
18:00 宿泊先のキャ
ッスルホテルの総務

部から地震時の対応

と再営業までの道の

りを伺う（1 日目滞
在）。 
 
19:00夕食・ミーティ
ング 
 
22:00就寝 

7:00起床・朝食 

8:00出発 

 

午前中、益城町の被

災現場を現地スタッ

フと巡る。ご高齢の

被災者宅を訪問し、

当時のお話を伺う。 

 

 

 

 

12:00復興屋台村で

昼食 
 
13:00ホテルエミナ

ース総支配人から地

震当時の対応を伺う

（2日目3日目滞在） 

 

15:00県庁訪問。地震

時の行政からの危機

管理体制を聞く。 

16:00東稜高校訪問 

18:30夕食・ミーティ

ング 

19:30熊本工業高校

定時制を訪問 

 
 
 
22:00ホテル着 

23:00就寝 

7:00起床・朝食 
 
8:00出発 
 
 
熊本市東区で半壊家

屋からの荷物搬出、

ごみ出しボランティ

ア（終日） 
 
テレビ熊本から取材

を受ける。 
 
 
 
 
 
 
 
12:00昼食（弁当） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
17:50ホテル着 
18:00 夕食・ミーテ
ィング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
22:00就寝 

 
 
8:00起床・朝食 
 
9:00出発 
 
木山仮設住宅集会所

で被災された方々の

集いにお菓子の詰め

合わせとメッセージ

を添えたプレゼント

を渡し、お話の相手

となってお話を聞く

ボランティア（午前

中） 
 
  
 
12:00 益城町仮設役
場で昼食（弁当） 
 
12:50自衛隊見学 
 
災害派遣についての

ヘリコプター部隊の

話を伺い、安部総理

大臣も乗られたとい

う巨大な輸送用ヘリ

コプターに試乗。 
 
 
15:20 阿蘇熊本空港
着 
空港待合室で最終ミ

ーティング 
16:30 阿蘇熊本空港
発 
17:40大阪伊丹空港 
着、天王寺駅利用の

生徒は解散（１名） 
19:00南海難波駅 
解散（２名） 
 



Ⅳ 被災地でのボランティア活動などの取組み 

・１日目に熊本城ガイドと熊本城の被災現場を取材し、できることとして熊本城周辺のごみ

拾いを行なう。３日目は朝から終日半壊家屋から荷物搬出、ごみ出しを手伝った。 

・４日目は仮設住宅の集会室を訪問しご高齢の女性の集いに参加し、お菓子入りの励ましメ

ッセージをプレゼントするなど和やかにボランティアを実施。ご高齢の女性からは「ラブ

レターもらったよ。」などと笑いのたえない集いとなった。 

・生徒は一生懸命ボランティアに励み、その姿はテレビ熊本で10月6日（金）19:00～放映さ

れた。 

 

Ⅴ 事業成果の周知に関する取組みの概要 

・11月２日（木）の本校文化祭において今回の災害ボランティアで撮影した熊本の様子につ

いて上映会を実施し、堺在住の地域住民の方々が約20名訪れ鑑賞した。 

・11月24日（金）の本校後期避難訓練において今回の熊本地震ボランティアについて報告会

を開催予定。 

 

Ⅵ 取組みの成果と今後の課題 

・生徒にとって３泊４日の11に及ぶ行事を元気にこなし、その後もSNS等で交流が続いてい

る。 

・参加生徒は今後も積極的にボランティアに参加する意欲にあふれている。 

・地震災害と復興支援の学習と経験は今後の防災リーダーとしての活躍も期待される。 

・今回の事業は非常に濃密な内容であったが、これを一過性に終わらせることなく今後とも

災害についての関心を持ち続ける取組みが求められる。 
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